
健康・医療・福祉 

●コロナの食糧支援について 

Ｑ． 

家族が新型コロナ陽性の診断を受けました。食糧支援について保健所から電話で説明が

ありました。ホームページで申し込んだつもりでしたが、保健所からは宅配がありました

が市からは届きませんでした。ゴールデンウィークを挟み、市へ問い合わせたら、療養期

間が終わったので配布できないと言われました。その後、市のホームページを見たら、市

への食糧支援は電話での申し込みが必要と書いてありました。なぜ最初に教えてくれなか

ったのでしょうか。ホームページで、何を申し込んだかは覚えていませんが、順序立てて

説明してもらいたかったです。 

 

（令和 4年 5月受付） 

 

Ａ． 

 このたびは、大変不快な思いをさせてしまいましたことに、心からお詫び申し上げます。

私も新型コロナウイルスに感染し、１０日間の自宅療養をいたしました。その際に県の対

応に不満を持った一人です。体調がすぐれない方や高齢の方もおられるなかで、簡単な電

話連絡や県から送られて来たしおりの説明ではあまりにも不親切に感じ、県医療調整本部

に県民にもっと寄り添った対応に改善するべきと申し入れを行いました。 

 自宅療養になった際に、県新発田保健所の方から健康観察や食料品等支援の手続き方法

の説明として、市ではどなたが感染し自宅療養されているかの情報が無いため、自宅療養

されている方等から市へ直接お電話をしていただくことで、初めて自宅療養者が確認でき

配送が行えることなど、親切丁寧なご説明が必要であったと思われます。 

 このたびのご意見を重く受け止め、改めて県新発田保健所に対し、自宅療養者の方へ新

発田市の食料品等支援の内容と手続き方法をしっかりと丁寧に説明していただきたい旨を

強くお願いをしており、併せて県医療調整本部へ県のホームページにおいて、食料品等支

援の記載内容を分かり易く改善して欲しい旨の依頼をするよう担当課へ指示いたしました。

また、当市においても食料品等の支援の手続きについて、市民の皆様が更に分かり易いよ

う、市ホームページ内容を改善、工夫するよう、担当課に指示いたしました。 

 改めて、大変不快な思いをさせてしまい、只々お詫びすることしかできませんが、今後

このようなことがないよう県医療調整本部及び県新発田保健所と連携をとり、自宅療養さ

れる方が不安にかられることが無いよう、支援を行って参りたいと考えております。 

 

（令和 4年 6月 8日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 



健康・医療・福祉 

●年金生活者への一人当たり 5万円支援等について 

Ｑ． 

子どもだけでなく、一人暮らしや二人暮らしの年金生活者へも 5万円を支給してほしい。

年金生活は苦しく、みな四苦八苦している。 

せめて年収 300万円以下の人に 3万円を支援してほしい。 

 

（令和 4年 6月受付） 

 

Ａ． 

 長引くコロナ禍や昨今の物価高騰により、年金で生活を送られる方の大変さは私も承知

しており、加えて、この 6月から年金受給額が 0.4％引き下げられることとなり、年金で生

活を送られる方に対して支援をしてほしいというお気持ちは痛いほど理解をしております。

これまで、国の制度ではありますが、高齢者を含めた全世代を対象に新型コロナウイルス

感染症対策の支援として令和 2年度には一人当たり 10万円を、また、昨年度は、住民税非

課税世帯等に対して、一世帯当たり 10万円を支給させていただきました。加えて、昨年度

については、感染症の影響の長期化に加え、原油価格の高騰に伴って、灯油価格が急激に

上昇したことから、県内市町村の中でいち早く 65 歳以上の住民税非課税世帯等に対して、

一世帯当たり 5千円の助成を実施いたしました。 

 御要望のありました市独自の高齢者への支援金支給については、大きな財政負担を伴う

ため今のところ実施予定はありませんが、新型コロナウイルス感染症対策や原油価格・物

価高騰対策など、今後も市民の皆様の安全・安心のために、限りある予算を有効活用した

いと考えておりますので、何とぞ御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

（令和 4年 6月 23日回答） 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 

 


